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判
例
研
究

八
二
　
　
（
一
二
三
四
）

〔
最
高
裁
民
訴
事

例
研
究

＝
二
〕

昭
四
八
9
（
撮
驕
厩
墾
一
蘇
巻
）

　
当
事
者
参
加
訴
訟
の
一
審
判
決
に
対
し
一
人
が
控
訴
し
た
場
合
に
お
け
る
他

　
の
二
者
間
の
請
求
と
控
訴
審
の
審
判

　
　
工
事
代
金
請
求
事
件
（
昭
四
八
・
七
・
二
〇
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
　
本
訴
原
告
X
は
訴
外
A
か
ら
A
の
Y
に
対
す
る
工
事
請
負
代
金
中
金
一
五
〇
万
円
の

　
　
債
権
を
譲
受
け
た
と
主
張
し
、
Y
に
対
し
金
一
五
〇
万
円
支
払
請
求
の
訴
を
提
起
し

　
　
た
．
Z
は
、
自
分
が
右
債
権
の
譲
受
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
右
X
Y
間
の
訴
訟
に
当

　
　
事
者
参
加
し
、
Y
が
八
二
四
、
六
〇
〇
円
を
供
託
し
た
と
主
張
し
た
の
に
応
じ
て
、

　
　
X
に
対
し
て
は
金
一
五
〇
万
円
の
債
権
の
不
存
在
確
認
請
求
と
、
右
八
二
四
、
六
〇

　
　
〇
円
の
供
託
金
の
還
付
請
求
権
の
存
在
確
認
請
求
を
、
Y
に
対
し
て
は
金
一
五
〇
万

　
　
円
と
右
供
託
金
額
と
の
差
額
の
支
払
請
求
を
し
た
。
Y
は
、
債
権
譲
渡
当
時
Y
の
債

　
　
務
額
は
八
二
九
、
八
O
O
円
に
減
少
し
て
お
り
、
供
託
当
時
八
二
四
、
六
〇
〇
円
で

　
　
あ
る
と
誤
信
し
て
い
た
と
述
べ
た
。

　
　
第
一
審
広
島
地
裁
は
、
X
の
Y
に
対
す
る
請
求
棄
却
、
Z
の
X
に
対
す
る
不
存
在
確

　
　
認
請
求
棄
却
、
存
在
確
認
請
求
認
容
、
z
の
Y
に
対
す
る
請
求
は
五
二
〇
〇
円
（
八

　
　
二
九
、
八
O
O
円
か
ら
八
二
四
、
六
〇
〇
円
を
控
除
し
た
額
）
を
認
容
、
残
余
を
棄

　
　
却
し
た
．

　
　
X
の
み
控
訴
。
控
訴
審
広
島
高
裁
は
、
X
の
Y
に
対
す
る
請
求
棄
却
の
部
分
を
取
消

　
　
し
、
Y
に
対
し
X
に
一
五
Q
万
円
の
支
払
を
命
じ
、
Z
の
X
に
対
す
る
存
在
確
認
請

求
認
容
の
部
分
を
取
消
し
Z
の
請
求
を
棄
却
し
、
さ
ら
に
．
Z
の
Y
に
対
す
る
給
付

請
求
中
一
部
を
認
容
し
た
部
分
も
取
消
し
、
Z
の
請
求
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
棄
却

の
判
決
を
な
し
た
。

Z
上
告
．
Z
に
五
、
二
〇
〇
円
を
支
払
う
こ
と
を
Y
に
命
じ
る
部
分
は
、
Y
が
控
訴

し
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
り
確
定
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
を
取
消
し

た
の
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

上
告
審
最
高
裁
は
以
下
の
ご
と
く
判
示
し
た
「
本
件
は
、
訴
訟
の
目
的
が
原
告
、
被

告
お
よ
び
参
加
人
の
三
者
間
に
お
い
て
合
一
に
の
み
確
定
す
べ
き
場
合
（
民
訴
七
一

条
、
六
二
条
）
に
当
た
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
一
審
判
決
中
参
加
人
の
被

告
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
た
部
分
は
、
原
告
の
み
の
控
訴
に
よ
つ
て
も
確
定
を
遮

断
さ
れ
、
か
つ
、
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
被
告
の
控
訴
ま
た
は
附
帯
控
訴
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
合
一
確
定
の
た
め
必
要
な
限
度
で
一
審
判
決
中
前
記
部
分
へ
五
、
二

〇
〇
円
の
支
払
を
命
じ
た
部
分
ー
筆
者
註
）
を
参
加
人
に
不
利
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
。

　
判
旨
に
賛
成
す
る
。

　
独
立
当
事
者
参
加
に
あ
つ
て
は
、
一
部
判
決
・
追
加
判
決
を
否
定
し
た
最
判

昭
和
四
三
・
四
・
一
二
民
集
二
二
巻
八
号
八
七
七
頁
の
説
く
よ
う
に
対
立
牽
制

関
係
に
あ
る
三
当
事
者
間
に
矛
眉
な
き
合
一
確
定
判
決
が
く
だ
さ
れ
る
こ
と
を



必
要
と
し
、
そ
の
た
め
民
訴
六
二
条
が
準
用
さ
れ
る
．
お
よ
そ
右
の
訴
訟
が
X
・

Y
間
、
X
・
Z
間
、
Y
・
Z
間
に
そ
れ
ぞ
れ
矛
盾
し
て
は
な
ら
な
い
と
同
時

に
、
三
者
の
一
人
が
第
一
審
で
勝
訴
す
れ
ば
他
の
二
者
は
敗
訴
者
と
し
て
控
訴

で
き
る
．
こ
の
場
合
敗
訴
二
当
事
者
が
共
に
控
訴
す
れ
ば
問
題
が
な
い
。
ま

た
、
本
件
に
お
け
る
ご
と
く
そ
の
一
方
だ
け
が
控
訴
し
た
場
合
、
三
者
合
一
確

定
の
必
要
か
ら
、
上
訴
し
な
か
つ
た
他
の
敗
訴
者
も
上
訴
の
当
事
者
と
な
る
こ

と
に
異
論
は
な
い
．
し
か
し
後
者
が
上
訴
人
に
な
る
の
か
被
上
訴
人
に
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
を
め
ぐ
り
見
解
は
対
立
す
る
．
以
下
の
諸
見
解
が
あ
る
。

　
第
一
説
は
、
敗
訴
の
両
当
事
者
間
に
共
同
関
係
を
み
と
め
て
、
六
二
条
一
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
準
用
に
よ
り
他
方
も
上
訴
人
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
第
二
説
は
、
三
当
事
者

が
対
抗
牽
制
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
二
条
一
項
を
準
用
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
む
し
ろ
六
二
条
二
項
を
準
用
し
、
他
方
も
ま
た
被
控
訴
人
に
な
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

り
、
人
訴
二
三
条
の
検
察
官
の
上
訴
の
場
合
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
説
く
。
な

お
、
最
判
昭
和
四
三
・
四
・
二
一
民
集
二
二
巻
四
号
八
七
七
頁
は
三
者
間
に
対

抗
牽
制
関
係
の
あ
る
場
合
に
本
訴
原
告
が
勝
訴
し
、
参
加
人
が
上
訴
す
れ
ば
、

本
訴
被
告
も
被
上
訴
人
に
な
る
と
し
て
い
る
の
で
第
二
説
を
と
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
第
三
説
は
、
通
常
の
独
立
当
事
者
参
加
と
参
加
人
の
請
求
を
本
訴
の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ず
れ
か
の
当
事
者
が
認
め
て
争
わ
な
い
い
わ
ゆ
る
形
式
的
当
事
者
参
加
訴
訟
と

を
区
別
す
る
．
す
な
わ
ち
、
前
者
に
あ
つ
て
は
第
二
説
が
妥
当
す
る
が
、
後
者

に
あ
つ
て
は
、
実
質
的
共
同
関
係
に
あ
る
両
当
事
者
が
敗
訴
し
た
と
き
、
そ
の

一
方
が
上
訴
し
ま
た
は
一
方
に
対
し
上
訴
が
あ
れ
ば
、
他
方
も
上
訴
人
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

被
上
訴
人
と
な
る
も
の
と
す
る
。
第
四
説
は
、
本
訴
原
告
ま
た
は
被
告
の
い
ず

れ
か
が
参
加
人
に
対
し
上
訴
す
れ
ば
、
民
訴
六
二
条
一
項
に
よ
り
他
の
一
方
も

　
　
　
判
例
研
究

上
訴
人
に
な
り
、
参
加
人
が
本
訴
原
告
ま
た
は
被
告
の
い
ず
れ
か
一
方
に
対
し

て
上
訴
す
れ
ば
、
民
訴
六
二
条
二
項
に
よ
り
他
の
一
方
は
被
上
訴
人
に
な
る
と

　
（
6
）

す
る
．
第
五
説
は
、
各
説
多
少
の
差
異
が
あ
る
が
、
上
訴
し
な
い
一
方
当
事
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

被
上
訴
人
た
る
地
位
と
と
も
に
上
訴
人
た
る
地
位
を
も
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
説
に
対
し
て
は
以
下
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
こ
の
説

は
、
敗
訴
の
両
当
事
者
間
に
共
同
訴
訟
関
係
を
み
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
両
者

間
に
勝
敗
の
対
抗
関
係
が
あ
る
こ
と
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Z

が
勝
訴
し
、
X
が
上
訴
し
た
場
合
、
第
一
説
に
よ
る
と
Y
も
上
訴
人
に
な
り
、

X
Z
、
Y
Z
間
の
請
求
は
上
訴
審
の
審
判
対
象
に
な
る
が
、
X
Y
間
の
請
求
は

審
判
対
象
と
な
ら
ず
、
X
Y
Z
間
に
合
一
確
定
の
保
障
は
な
く
な
る
と
い
う
の

　
（
8
）

で
あ
る
．
し
か
し
、
三
者
合
一
確
定
の
要
請
か
ら
す
れ
ば
、
X
の
Z
の
み
を
相

手
と
す
る
上
訴
は
当
然
に
Y
を
も
相
手
と
す
る
上
訴
と
し
て
取
扱
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
第
一
説
に
よ
つ
て
も
X
Y
間
の
請
求
が
審
判
対
象
か
ら
は

ず
れ
る
こ
と
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
独
立
当
事
者
参
加
に
あ
つ
て
は
X
の
Z

の
み
を
被
上
訴
人
と
す
る
上
訴
は
そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
第
二
説
に
対
し
て
は
以
下
の
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Z
が
勝
訴
し
X
が

上
訴
す
る
場
合
Z
Y
は
被
控
訴
人
に
な
る
が
、
Y
Z
間
の
請
求
に
つ
い
て
は
不

服
申
立
が
な
く
上
訴
審
の
審
判
対
象
に
な
ら
な
い
か
ら
、
第
一
説
に
対
す
る
前

記
批
判
と
同
様
の
批
判
が
成
立
ち
、
ま
た
Y
が
上
訴
す
る
と
き
X
が
被
上
訴
人

に
な
る
と
す
る
こ
と
は
、
勝
訴
者
が
敗
訴
者
に
対
し
上
訴
す
る
関
係
に
な
り
、

通
常
の
上
訴
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
批
判
の
前
半
に
つ
い
て
は
既
述

の
反
論
が
成
立
す
る
し
、
後
半
に
つ
い
て
も
前
半
同
様
に
三
者
合
一
確
定
の
必

要
か
ら
説
明
が
で
き
る
．
す
な
わ
ち
Y
X
の
関
係
だ
け
を
取
出
し
て
考
え
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
一
二
三
五
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
究

確
か
に
勝
訴
者
Y
が
敗
訴
者
X
に
対
し
上
訴
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
元

来
独
立
当
事
者
参
加
に
あ
つ
て
は
、
訴
訟
法
律
関
係
を
X
Y
・
X
Z
・
Y
Z
と

い
う
三
つ
の
法
律
関
係
に
無
関
係
に
分
解
す
る
こ
と
が
、
三
者
合
一
確
定
の
要

請
と
の
関
係
か
ら
許
さ
れ
な
い
。
三
つ
の
訴
訟
法
律
関
係
は
不
可
分
に
結
合
さ

れ
て
上
訴
審
の
対
象
に
な
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
Y
の
Z
に
対
す
る
控
訴
は

合
一
確
定
の
要
請
を
媒
介
に
し
て
論
理
必
然
的
に
Y
の
X
に
対
す
る
控
訴
と
し

て
も
評
価
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
第
三
説
に
対
し
て
は
以
下
の
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
独
立
当
事

者
参
加
の
場
合
第
二
説
に
対
す
る
批
判
が
妥
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
形
式
的

当
事
者
参
加
訴
訟
の
場
合
、
本
訴
原
告
ま
た
は
被
告
が
参
加
人
の
請
求
を
争
わ

な
い
実
質
的
共
同
関
係
の
あ
る
と
き
で
も
、
七
一
条
の
参
加
を
す
る
以
上
は
参

加
人
は
争
わ
な
い
当
事
者
を
も
相
手
方
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
以
上

は
訴
訟
形
式
上
は
右
の
両
者
間
に
も
対
抗
関
係
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、

そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
訴
請
求
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
争
わ
な
い
当
事
者
は

参
加
人
の
請
求
を
認
諾
し
え
ず
、
争
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
訴
訟
上
防
禦
を
尽

さ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
点
で
不
都
合
で
あ
る
と
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
以
上
は
本
訴
訟
の
一
方
の
当
事
者
が
争
わ
な
い
場
合
に
そ
の
者

に
対
し
て
も
請
求
を
提
示
し
な
け
れ
ば
独
立
当
事
者
参
加
が
で
き
な
い
か
否
か

と
い
う
問
題
で
あ
つ
て
、
仮
り
に
形
式
的
当
事
者
参
加
訴
訟
に
つ
い
て
右
の
ご

と
く
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
本
来
の
当
事
者
参
加
と
区
別
し
て
論
じ
る
妥
当

性
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
四
説
に
対
し
て
は
、
参
加
人
勝
訴
の
場
合
、
本
訴
原
告
と
被
告
に
共
同
訴

訟
関
係
を
認
め
る
の
は
、
第
一
説
に
対
す
る
と
同
じ
批
判
を
う
け
、
参
加
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
二
…
六
）

上
訴
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
二
説
と
同
じ
欠
点
を
も
つ
と
の
批
判
が
な
さ

　
（
1
1
）

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
批
判
が
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
五
説
に
つ
い
て
こ
れ
を
主
張
さ
れ
る
小
室
教
授
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ

（
1
2
）

る
。
す
な
わ
ち
．
「
最
後
の
第
五
説
は
、
三
面
訴
訟
の
実
態
に
即
し
て
、
二
当
事

老
対
立
訴
訟
の
上
訴
理
論
に
修
正
を
加
え
よ
う
と
す
る
見
解
で
あ
る
．
こ
の
参

加
訴
訟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
抗
牽
制
関
係
に
あ
る
三
当
事
者
間
の
紛
争
を
、
合
一

確
定
判
決
に
よ
つ
て
一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
敗
訴
し
た

二
当
疇
者
の
一
方
だ
け
が
上
訴
し
、
上
訴
し
な
い
他
方
の
ま
た
は
こ
れ
に
対
す

る
請
求
に
つ
い
て
の
判
決
を
確
定
さ
せ
て
、
上
訴
審
を
二
当
事
者
対
立
訴
訟
に

還
元
し
て
し
ま
え
ば
、
参
加
訴
訟
の
合
一
確
定
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
自
ら
は
上
訴
し
な
か
つ
た
敗
訴
当
事
者
を

も
上
訴
審
の
当
事
者
と
し
、
上
訴
審
は
、
第
一
審
と
同
じ
よ
う
に
対
抗
牽
制
関

係
に
あ
る
三
当
事
者
に
つ
い
て
、
上
訴
の
対
象
と
な
つ
た
判
決
の
当
否
を
合
一

的
に
確
定
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
二
当
事
者
対
立
訴
訟
の

上
訴
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
三
面
訴
訟
で
は
、
合
一
確
定
の

必
要
か
ら
三
個
の
請
求
に
つ
い
て
一
個
の
全
部
判
決
が
な
さ
れ
、
敗
訴
当
事
者

の
上
訴
に
よ
つ
て
全
部
の
請
求
に
つ
い
て
確
定
は
遮
断
さ
れ
、
全
事
件
が
上
訴

審
に
移
審
す
る
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
二
当
事
者
対

立
訴
訟
の
上
訴
で
は
、
当
事
者
の
地
位
は
、
上
訴
人
と
被
上
訴
人
し
か
な
く
、
形

式
的
不
服
の
な
い
当
事
者
に
は
上
訴
の
利
益
は
な
く
、
ま
た
上
訴
審
の
審
判
の

範
囲
は
不
服
申
立
の
限
度
に
か
ぎ
ら
れ
（
民
訴
三
八
五
条
）
、
不
利
益
変
更
禁
止

の
原
則
が
支
配
す
る
．
こ
れ
ら
の
制
約
を
三
面
訴
訟
に
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
、

し
か
も
三
者
間
に
合
一
確
定
判
決
を
与
え
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
不
能
で
あ
る
．



例
凡
ば
、
前
例
で
、
甲
の
勝
訴
、
乙
だ
け
の
上
訴
が
あ
つ
た
場
合
、
丙
を
被
上

訴
人
と
み
る
と
、
乙
丙
間
で
は
形
式
的
不
服
に
反
し
、
か
つ
丙
の
甲
に
対
す
る

上
訴
が
な
い
か
ら
、
丙
甲
間
の
請
求
は
上
訴
審
の
審
判
対
象
に
な
ら
ず
、
丙
も

控
訴
人
と
み
れ
ば
、
甲
が
被
上
訴
人
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
丙
乙
間
で
は
乙
が

被
上
訴
人
と
な
る
の
で
、
三
個
の
請
求
は
い
ち
お
う
審
判
対
象
と
な
る
が
、
乙

は
上
訴
人
で
あ
る
と
同
時
に
丙
と
の
関
係
で
は
被
上
訴
人
と
な
る
。
ま
た
、
丙

だ
け
が
上
訴
を
す
る
と
き
、
乙
を
被
上
訴
人
と
み
る
と
、
甲
乙
間
の
請
求
が
審

判
対
象
と
な
ら
ず
、
乙
も
上
訴
人
と
す
れ
ば
、
乙
は
被
上
訴
人
で
あ
る
と
共
に

上
訴
人
の
地
位
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
三
当
事
者
の

い
ず
れ
か
一
人
が
勝
訴
す
れ
ば
、
他
の
二
人
は
敗
訴
し
、
そ
の
両
敗
訴
人
間
に

も
勝
敗
関
係
が
二
重
に
生
ず
る
と
こ
ろ
に
、
二
当
事
者
対
立
訴
訟
の
上
訴
理
論

が
単
純
に
適
用
で
は
な
い
理
由
が
あ
る
．
こ
の
二
重
の
勝
敗
関
係
が
問
題
で
あ

る
。
丙
勝
訴
の
場
合
、
乙
は
、
甲
に
は
勝
訴
し
て
い
る
が
、
同
時
に
甲
丙
に
対

し
て
勝
訴
し
な
け
れ
ば
、
甲
に
対
し
て
全
面
的
な
勝
訴
を
し
た
と
は
い
え
な
い

は
ず
だ
か
ら
、
乙
は
甲
に
対
し
て
形
式
的
不
服
は
な
い
が
、
実
質
的
不
服
は
あ

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
つ
て
、
乙
だ
け
が
上
訴
し
た
と
き
、
甲
は

上
訴
人
で
あ
る
と
共
に
被
上
訴
人
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
甲
乙
間
の
請
求
も
審

判
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
．
以
上
の
解
釈
は
、
第
五
説
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
は
二
当
事
者
対
立
訴
訟
の
上
訴
理
論
の
例
外
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ

て
の
み
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
通
常
の
上
訴
理
論
の
大
幅
な
例
外
を
認
め
る
こ
と
は
、
単
的
に

三
面
訴
訟
に
お
け
る
特
殊
な
上
訴
理
論
を
構
成
す
る
も
の
と
い
つ
て
よ
い
．
対

抗
牽
制
関
係
に
あ
る
三
当
事
者
間
の
紛
争
を
合
一
確
定
判
決
に
よ
つ
て
一
挙
に
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解
決
し
よ
う
と
す
る
三
面
訴
訟
の
目
的
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
特
殊
な
上
訴
理

論
の
構
成
を
許
容
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
形
式

的
不
服
の
要
件
で
な
く
実
質
的
不
服
の
要
件
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
不
利
益
変

更
の
原
則
も
そ
の
ま
ま
で
は
働
か
な
い
．
本
件
最
高
裁
の
判
決
理
由
が
『
本
件

は
、
訴
訟
の
目
的
が
原
告
、
被
告
お
よ
び
参
加
人
の
三
者
間
に
お
い
て
合
一
に

の
み
確
定
す
べ
き
場
合
（
民
訴
法
七
一
条
、
六
二
条
）
に
当
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、
一
審
判
決
中
参
加
人
の
被
告
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
た
部
分

は
、
原
告
の
み
の
控
訴
に
よ
つ
て
確
定
を
遮
断
さ
れ
、
か
つ
、
控
訴
審
に
お
い

て
は
、
被
告
の
控
訴
ま
た
は
附
帯
控
訴
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
合
一
確
定
の

た
め
必
要
な
限
度
で
一
審
判
決
中
前
記
部
分
を
参
加
人
に
不
利
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
．
』
と
い
う
の
は
、
前
述
の
特
殊
上

訴
理
論
を
説
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
三
面
訴
訟
の
特
殊
な
上
訴
理
論
を
認
め
れ
ば
、
上
訴
審
に
お
け
る
三

当
事
者
の
表
示
は
、
本
件
控
訴
審
判
決
の
よ
う
に
、
Y
を
『
控
訴
人
X
の
関
係

で
は
被
控
訴
人
、
被
控
訴
人
Z
の
関
係
で
は
控
訴
人
な
ど
』
と
複
雑
な
表
現
を

す
る
必
要
は
な
く
、
自
ら
控
訴
し
た
者
を
参
加
訴
訟
控
訴
人
と
し
、
他
の
二
者

は
参
加
訴
訟
被
控
訴
人
と
表
示
し
て
お
い
て
、
そ
の
特
殊
な
上
訴
理
論
を
も
つ

て
処
理
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
．
た
だ
、
敗
訴
二
当
事
者
の
う
ち
、
自
ら
上
訴

し
た
者
と
、
合
一
確
定
訴
訟
の
故
に
、
上
訴
し
な
か
つ
た
が
上
訴
審
の
当
事
者

と
さ
れ
た
者
と
は
、
必
ず
し
も
同
列
に
は
お
か
れ
な
い
。
例
え
ば
、
本
件
で
控

訴
を
自
分
で
提
起
し
な
い
で
X
の
控
訴
提
起
に
便
乗
し
て
、
控
訴
審
の
当
事
者

と
な
つ
た
Y
は
、
控
訴
を
提
起
し
た
X
が
控
訴
を
取
下
げ
る
こ
と
を
阻
止
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
　
（
倉
田
・
前
掲
三
八
頁
）
．
し
た
が
つ
て
、
Y
は
Z
に
対
し
て
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七
）



　
　
　
判
　
例
　
研
究

控
訴
人
の
地
位
に
立
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
X
が
控
訴
を

取
下
げ
れ
ば
、
控
訴
は
消
滅
し
て
し
ま
う
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
民
訴
法
六
二
条
一
項
あ
る
い
は
二
項
の
い
ず
れ
が
類
推
さ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
第
一
説
と
第
二
説
と
で
見
解
が
対
立
す
る
．
元
来
同
条
一
項
・
二
項
は
行
為
を

な
す
側
．
う
け
る
側
の
い
ず
れ
か
に
必
要
的
共
同
訴
訟
の
関
係
が
あ
る
場
合
を

規
定
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
三
面
訴
訟
を
予
定
し
て
い
な
い
。
三
面
訴
訟
の
場

合
三
者
間
に
合
一
確
定
の
必
要
が
あ
る
か
ら
、
敗
訴
当
事
者
の
一
人
の
控
訴
に

よ
り
全
体
が
控
訴
審
に
移
審
す
る
こ
と
を
右
両
項
の
法
意
よ
り
肯
定
し
、
他
の

敗
訴
当
事
者
を
控
訴
人
と
す
る
か
被
控
訴
人
と
す
る
か
は
、
む
し
ろ
控
訴
の
利

益
と
か
不
利
益
変
更
禁
止
の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
決
め
る
の
が
合
目
的
的

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
私
は
以
下
の
ご
と
く
解
す
る
．
独
立
当
事

者
参
加
訴
訟
に
お
い
て
は
判
決
は
三
者
間
に
合
一
に
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
上
訴
の
関
係
で
も
合
一
確
定
の
要
請
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点
に
つ
い
て
異

論
は
な
い
。
X
Y
Z
間
の
第
一
審
で
Z
が
勝
訴
す
れ
ば
、
X
Y
は
敗
訴
し
て
い

る
の
で
、
X
が
控
訴
す
れ
ば
Y
が
、
Y
が
控
訴
す
れ
ば
X
が
控
訴
人
に
な
る
と

す
る
第
一
説
も
一
見
合
理
的
な
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
X
の
み
控
訴
の
場

合
、
Y
と
し
て
は
債
権
の
存
在
並
び
に
数
額
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
第
一
審
で
認

め
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
争
う
意
思
が
な
い
た
め
上
訴
を
せ
ず
、
X
が
右
債
権
の
帰

属
を
争
つ
て
上
訴
を
提
起
し
た
よ
う
な
場
合
に
、
Y
の
利
益
に
お
い
て
債
権
額

を
減
少
し
て
認
定
す
る
必
要
も
な
い
か
ら
、
こ
の
意
味
で
Y
を
上
訴
人
と
し
て

取
扱
う
必
要
は
な
く
、
Z
の
勝
訴
判
決
に
対
し
て
上
訴
し
な
い
こ
と
で
Y
は
X

の
債
権
を
争
つ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
被
控
訴
人
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
．

第
三
説
は
通
常
の
独
立
当
事
者
参
加
と
い
わ
ゆ
る
形
式
的
当
事
老
参
加
訴
訟
と
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を
区
別
す
る
．
前
者
に
お
け
る
取
扱
は
第
二
説
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
問

題
は
な
い
。
し
か
し
、
後
者
の
場
合
に
つ
い
て
、
Y
Z
が
敗
訴
し
た
と
き
そ
の

一
方
が
上
訴
し
た
り
あ
る
い
は
上
訴
さ
れ
た
と
き
、
他
方
も
上
訴
人
あ
る
い
は

被
上
訴
人
に
な
る
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
け
だ
し
Z
が
上
訴
し
て
も

Y
が
上
訴
し
な
い
の
は
．
第
一
審
判
決
の
な
さ
れ
た
段
階
で
、
Y
は
債
権
の
存

在
お
よ
び
数
額
を
争
わ
な
い
が
、
X
へ
の
そ
の
帰
属
を
認
め
た
裁
判
に
不
服
を

申
立
て
な
い
こ
と
に
よ
り
Z
へ
の
帰
属
を
否
定
す
る
態
度
を
と
つ
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
Y
が
上
訴
を
提
起
し
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
利

益
状
況
は
通
常
の
独
立
参
加
訴
訟
と
同
じ
に
な
る
の
で
あ
る
。
第
四
説
は
参
加

人
に
対
す
る
上
訴
と
参
加
人
の
上
訴
と
を
区
別
す
る
。
X
が
勝
訴
し
Z
の
み
が

上
訴
す
る
場
合
（
参
加
人
上
訴
）
、
Y
は
上
訴
を
提
起
し
な
い
こ
と
に
よ
り
請
求
権

の
X
へ
の
帰
属
を
認
め
Z
へ
の
帰
属
を
争
う
態
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
Z
が
X
と
と
も
に
被
上
訴
人
に
な
ら
な
い
の
は
お
か
し
い
。
逆
に
Z
が
勝

訴
し
、
X
の
み
が
Z
に
対
し
控
訴
を
提
起
し
、
Y
が
控
訴
を
提
起
し
な
か
つ
た
場

合
、
Y
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
Z
に
対
し
控
訴
人
に
な
る
と
さ
れ
る
。
Y
が

上
訴
を
提
起
し
な
い
こ
と
は
請
求
権
の
Z
へ
の
帰
属
を
認
め
る
こ
と
を
意
味
す

る
か
ら
Y
が
当
然
に
被
控
訴
人
に
な
る
と
す
る
の
が
正
し
い
。
Y
を
も
控
訴
人

と
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
参
加
人
の
控
訴
提
起
に
際
し
て
民

訴
六
二
条
二
項
を
類
推
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
X
又
は
Y
が
控
訴
を
提

起
す
る
場
合
六
二
条
一
項
を
類
推
す
る
こ
と
は
、
X
Y
間
に
共
同
関
係
が
な
い

か
ら
不
当
で
あ
る
．
第
四
説
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
第
五
説
は
上
訴
し
な
い
一
方
当
事
者
（
X
が
上
訴
す
れ
ば
Y
に
）
に
上
訴
人
た

る
地
位
と
同
時
に
被
上
訴
人
た
る
地
位
を
認
め
る
。
本
件
に
つ
き
仮
り
に
Z
の



請
求
が
全
部
認
容
さ
れ
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
X
が
Z
に
対
し
控
訴
を
提

起
す
る
と
第
二
説
に
よ
れ
ば
Y
は
被
控
訴
人
に
な
る
。
X
の
Y
に
対
す
る
請
求

は
全
部
棄
却
で
あ
つ
た
が
一
部
又
は
全
部
認
容
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
点
で
Y
は

X
に
対
し
被
控
訴
人
た
る
地
位
に
た
つ
と
同
時
に
、
Z
の
Y
に
対
す
る
請
求
は

そ
れ
に
と
も
な
つ
て
一
部
又
は
全
部
棄
却
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

り
で
は
Y
は
Z
に
対
し
て
控
訴
人
た
る
地
位
に
た
つ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
．
し
か
し
、
Z
の
Y
に
対
す
る
請
求
が
控
訴
に
よ
り
一
部
又
は
全
部
棄
却
さ

れ
る
の
は
、
合
一
確
定
の
必
要
に
由
来
し
て
、
X
の
Y
お
よ
び
Z
に
対
す
る
控

訴
が
一
部
又
は
全
部
認
容
さ
れ
る
反
射
的
効
果
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
Y
Z
間
に

お
い
て
Y
が
控
訴
人
た
る
地
位
を
有
す
る
結
果
で
あ
る
と
説
明
す
る
必
要
は
必

ず
し
も
存
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
Z
が
勝
訴
し
Y
だ
け
が
控
訴
し
た
場
合

Y
は
X
に
対
し
て
勝
訴
し
て
い
る
の
で
X
に
対
し
控
訴
人
た
る
地
位
に
つ
け
る

か
控
訴
の
利
益
と
の
関
係
で
問
題
が
あ
る
の
に
、
第
二
説
は
X
を
被
控
訴
人
と

す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
X
の
Y
に
対
す
る
請
求
は
実
は
Z
の
Y
に
対

す
る
請
求
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
Y
の
Z
に
対
す
る
控
訴
は
合
一
確
定

の
必
要
を
媒
介
と
し
て
Y
の
X
に
対
す
る
控
訴
の
利
益
を
基
礎
づ
け
る
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
小
山
評
釈
は
第
二
説
を
以
下
の
ご
と
く
批
判
す
る
。
す

な
わ
ち
、
X
の
対
Y
請
求
棄
却
、
Z
の
対
X
請
求
及
び
対
Y
請
求
認
容
の
判
決

に
対
し
X
の
み
控
訴
し
た
場
合
、
第
二
説
に
よ
る
と
Y
Z
が
被
控
訴
人
に
な
る

に
と
ど
ま
る
．
他
方
X
の
対
Y
請
求
を
認
容
す
る
と
き
は
、
合
一
確
定
の
必
要

上
Z
の
対
X
請
求
及
び
対
Y
請
求
と
も
に
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Y
の

控
訴
な
く
し
て
Z
の
対
Y
請
求
認
容
の
判
決
を
Z
に
不
利
益
に
変
更
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
根
拠
が
第
二
説
に
よ
つ
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
、
と
。
第
二
説
に
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よ
れ
ば
、
X
の
控
訴
に
よ
り
Z
・
Y
が
被
控
訴
人
と
な
り
、
Z
Y
間
の
請
求
も

含
め
て
事
件
が
全
体
と
し
て
控
訴
審
に
移
審
す
る
。
X
Y
間
の
請
求
の
存
否
と

Z
X
、
Z
Y
間
の
請
求
の
存
否
は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
前
者
の
肯
定
は

合
一
確
定
を
媒
介
と
し
て
、
当
然
に
後
者
の
否
定
を
結
果
す
る
。
事
件
が
全
体

と
し
て
移
審
し
て
い
る
か
ら
、
Y
の
Z
に
対
す
る
控
訴
が
な
く
て
も
、
X
の
控

訴
さ
え
あ
れ
ば
、
右
の
取
扱
は
合
一
確
定
の
必
要
か
ら
理
由
が
あ
る
と
い
え

る
．
こ
の
場
合
Y
の
Z
に
対
す
る
控
訴
は
現
実
に
な
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
こ
と

は
勿
論
、
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
な
く
て
も
、
合
一
確
定
の
必
要
か
ら
Z
の

Y
に
対
す
る
請
求
は
上
級
審
に
移
審
す
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
右
の
場
合
、

こ
の
意
味
で
X
が
控
訴
人
、
Y
Z
が
被
控
訴
人
で
あ
つ
て
、
Y
を
Z
に
対
す
る

関
係
で
控
訴
人
と
よ
ぶ
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
結
局
第
二
説
を
と
る
か
第
五
説
を
と
る
か
は
説
明
の
便
宜
の
問
題
で
、
い
ず

れ
に
よ
つ
て
も
結
論
に
変
り
は
な
い
。
第
五
説
に
よ
れ
ば
、
Z
勝
訴
、
X
が
Z

を
相
手
に
控
訴
す
る
場
合
、
Y
が
X
に
対
し
て
は
被
控
訴
人
に
な
る
と
同
時
に

Z
に
対
し
て
は
控
訴
人
た
る
地
位
を
取
得
す
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
Y

が
控
訴
人
で
あ
る
と
同
時
に
被
控
訴
人
の
地
位
を
占
め
る
の
は
、
控
訴
審
に
お

い
て
も
三
者
問
に
合
一
確
定
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の

必
要
性
の
指
摘
こ
そ
重
要
で
あ
つ
て
．
こ
の
指
摘
が
あ
れ
ば
そ
れ
か
ら
先
を
第

二
説
で
説
明
す
る
か
第
五
説
で
説
明
す
る
か
は
そ
れ
程
重
要
な
問
題
で
は
な

い
．　

か
く
し
て
本
件
判
決
が
、
独
立
当
事
者
参
加
訴
訟
に
お
い
て
三
者
間
の
合
一

確
定
の
要
請
を
根
拠
と
し
て
、
原
告
の
み
の
控
訴
に
よ
つ
て
、
被
告
の
控
訴
、

附
帯
控
訴
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
合
一
確
定
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
（
一
二
三
九
）
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一
審
判
決
中
の
当
該
部
分
を
参
加
人
Z
に
不
利
益
に
変
更
で
き
る
と
解
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
賛
成
で
あ
る
。
「
被
告
の
控
訴
を
必
要
と
す
る
こ
と

な
く
」
の
意
を
「
被
告
の
控
訴
提
起
行
為
を
特
に
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
」
と

解
す
る
な
ら
ば
第
五
説
も
こ
れ
に
賛
成
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て

右
の
文
言
を
、
「
原
告
の
控
訴
提
起
に
伴
い
被
告
の
控
訴
が
あ
つ
た
も
の
と
み

な
《
て
も
」
と
解
す
れ
ば
、
第
五
説
は
本
件
判
決
に
賛
成
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
．
私
は
既
述
の
と
お
り
必
ず
し
も
被
告
の
控
訴
あ
り
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
は
解
し
な
い
の
で
、
原
告
の
控
訴
提
起
に
伴
い
「
被
告
の
控
訴
が
あ
つ
た

も
の
と
み
な
く
て
も
」
、
右
判
決
に
賛
成
し
た
い
。

（
1
）
　
本
件
判
決
の
賛
成
評
釈
で
あ
る
小
室
・
判
タ
三
〇
四
号
一
八
四
頁
以
下
、
特
に

八
五
～
六
頁
参
照
。
本
件
判
決
に
つ
い
て
は
小
山
・
判
例
時
報
一
八
一
号
一
三
九
頁

以
下
に
も
賛
成
評
釈
が
あ
る
。

（
2
）
大
判
昭
和
一
五
・
一
二
・
二
四
民
集
一
九
巻
二
四
〇
二
頁
、
東
京
高
判
昭
和
三

三
・
三
⊥
三
東
高
民
時
報
九
巻
三
号
四
九
頁
．

（
§
　
兼
子
・
条
解
一
八
七
頁
、
東
京
高
判
昭
和
三
八
・
二
・
六
下
級
民
集
一
四
巻
二

号
一
五
六
頁
。

（
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
最
判
昭
和
四
二
・
九
・
二
七
民
集
二
一
巻
七
号
一
九
二
五

頁
お
よ
び
こ
れ
に
つ
い
て
の
解
説
、
評
釈
と
し
て
、
小
室
・
判
例
評
論
一
〇
九
号
一

二
四
頁
、
小
山
・
判
タ
ニ
一
六
号
七
四
頁
、
鈴
木
（
正
）
ジ
ユ
リ
年
鑑
一
九
六
八
年

三
九
八
頁
、
鈴
木
（
重
）
法
曹
時
報
二
〇
巻
一
号
一
五
六
頁
、
新
堂
・
法
協
八
五
巻

九
号
一
二
九
〇
頁
以
下
、
山
木
戸
・
民
商
五
八
巻
四
号
一
三
九
頁
以
下
参
照
．

（
9
）
　
斎
藤
編
・
注
解
民
訴
法
（
1
）
四
一
三
頁
。

（
6
）
　
最
判
昭
和
三
六
・
三
二
六
民
集
一
五
巻
三
号
五
二
四
頁
、
同
昭
和
三
七
・
四

　
・
二
〇
民
集
一
六
巻
四
号
九
二
二
頁
は
．
い
ず
れ
も
本
訴
原
告
と
参
加
人
と
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
　
（
二
一
四
〇
）

実
質
的
共
同
関
係
の
あ
る
場
合
で
、
参
加
人
が
勝
訴
し
、
本
訴
被
告
が
控
訴
し
た
と

き
、
本
訴
被
告
を
被
上
訴
人
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
第
二
説
第
三
説
の
い
ず
れ
に

　よ

つ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

（
7
）
　
中
村
（
英
）
・
民
訴
演
習
－
九
二
頁
。

（
8
）
倉
田
・
判
タ
一
二
八
号
三
二
頁
、
小
島
・
「
独
立
当
事
者
参
加
を
め
ぐ
る
若
干

　
の
問
題
」
実
務
講
座
・
一
一
七
頁
．

14131211109

小
室
・
前
掲
八
六
頁
。

小
室
・
前
掲
八
六
頁
。

小
室
・
前
掲
八
六
頁
。

小
室
・
前
掲
八
六
頁
。

小
室
・
前
掲
八
六
～
七
頁
。

小
山
・
判
批
・
判
例
評
論
一
八
一
号
一
四
一
頁
．
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